
「変えるべきもの
変えざるをえないもの
変えてはならぬもの」

部活動地域移行・地域連携
〜長岡市の事例〜



面積広く、人口密度低い
冬季自転車使用禁止

０〜10cm

平均90cm

50cm~80cm

150cm~200cm

200cm~

90cm

長岡市
面 積 891.06㎢
人 口 259,452人 (291人/㎢)
中学校 市立27校 国立１校



長岡市の取組の特徴

１ 専門部署の設置
２ ３層構造（ニーズに応じた体制）
３ 一斉移行開始
４ 運営主体一元化（４者協定）
５ 大会参加は地域クラブ
６ 推進Ｐｏｉｎｔ
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推進計画



放課後活動
サークル
教室 等

スポーツ協会・芸文財団
競技団体・各団体

長岡市・教育委員会
（推進委員会(仮称)）
協力：スポーツ協会・芸文財団

総合型地域スポーツクラブ
校長会・中体連・中吹連
保護者会・地域の方々

学校
スポーツ推進委員
任意の活動団体

長岡市 全体構想

もっと活動したい
色々な種目をやりたい
さらに技能向上を目指したい

健康・趣味レベルの活動を希望

競技力向上コース
技術向上ワークショップ

体験・入門教室
一般教室 等

地域クラブ
現状の部活動を基本に
種目別のエリアを新設

休日部活動から

現部活動に近い活動をしたい

〔想定される運営・支援組織〕

R7年度から整理検討

〔子どもたちの希望〕 〔想定される活動〕



総合運営主体の設置 種目別コーディネーターの設置



４者協定の締結
中学生にとって望ましいスポーツ、文化芸術環境の実現のため、
関係する団体が協力する体制を整備する
・事務の一元化
…地域クラブ事務の効率化と経費削減）
…スポーツ協会が文化系のクラブの事務を行うため

長岡市
長岡市教育委員会
(公財)長岡市スポーツ協会
(公財)長岡芸術文化振興財団



地域クラブ活動の実施体制（案）



長岡市少年スポーツガイドライン
NAGAOKA SPORT Compass 「羅針盤」

長岡市・(公財)長岡市スポーツ協会

令和元年12月発表

https://n-spokyo.or.jp/introduction/nagaokasportcompassbusiness/
（公財）長岡市スポーツ協会HPよりダウンロード可A5版 38ページ

指
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長岡市の取組例 （文化系も共通使用）

https://n-spokyo.or.jp/introduction/nagaokasportcompassbusiness/


部活動体制

学校部活動

教育課程内の扱いでは全員入部制
現在は自由加入制だが、その名残が最近まで残っている地域も…

平 日 休 日

学校部活動

入部する

入部しない

大会は部活動で参加

部活動以外は、
中体連大会参加不可

イコール

＝

自由な活動



学校部活動と同じ種目
の地域クラブ参加

民間や競技団体等の
クラブや教室に参加

学校部活動と違う種目
の地域クラブに参加

平 日 休 日

学校部活動

入部する

入部しない

上記以外のこと

学校部活動と無関係に
地域クラブに参加

A

B

C

D

E

大会は地域クラブで参加

AとD、BとD、CとDは
重複選択可能
大会出場は要注意

地域クラブでは様々な選択が可能に



長岡市の方針
•大会出場は原則「地域クラブ」とする。

•平日の「学校部活動」は休日の「地域クラブ」の補完的位置付け

〈ただし〉

•平日の部活動を当面の間継続する

〈生徒と平日との連携のため〉

•指導を希望する教員は、平日の部活動を実施している間、勤務校
の地域クラブの指導者として優先する



大会参加 (部活動 or 地域クラブ)

大会運営への影響も

〇〇地域
バレーボールクラブ
・Ａ中学校７名
・Ｂ中学校４名
・Ｃ中学校１名

大会に出場できない
(合同チーム探し）

Ａ中学校が単独で
大会出場を選択

チーム数が把握できない…大会日程,会場数

Ａ中学校バレー部
・７名

〇〇地域
バレーボールクラブ
・Ｂ中学校４名
・Ｃ中学校１名



大会参加(部活動 or 地域クラブ)
地域移行後の大会出場に関する
規定を整備しないと…

＊大会時に、どちらかのチーム
は指導者不在となる。

＊生徒は部活動か地域クラブの
選択時に混乱する

さらには
・大会で対戦する場合もある。

大会出場するチームの規程を
いずれかと明確にすれば、も
う一方の指導は、試合に影響
するような内容の指導を行わ
ないなどの方針で活動できる

Ａ中学校
バスケットボール部
・10名

指導者:部活顧問 Ｈ氏

〇〇地域
バスケットボールクラブ
・Ｂ中学校６名
・Ｃ中学校７名

平 日 休 日

指導者:兼職兼業 Ｈ氏

平日と休日に関わらず、大会のチーム
を明確に決めることが望ましい
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❖保護者の要望

「指導料を支払うのだから、専門的な指導が当然」

「専門家からうまくしてもらいたい」

しかし、現状は資格保有指導者または同等の指導者が揃わない

❖保護者への理解を求めること 専門的指導 ＜ 活動の場

「専門的な指導者がいないから、地域クラブを立ち上げられない」では

活動の場がなくなり、競技人口が減少する。

何を優先すべきかの共通理解が必要



勝利と勝利至上主義

みんなで共有すべきと感じていること



勝利至上主義

• スポーツ競技などで、相手に勝つことを絶対的な目標とする考
え方。

• 中学や高校の部活動においては、行き過ぎた指導や長時間の練
習による生徒への影響、暴力・体罰の発生による弊害などが問
題視されている

• 勝利至上主義の問題点

①勝利の価値が重視され過ぎている事

②勝利以外の価値を認めない考え方が強調されている事



スポーツにおける「勝ちを求める」とは

•自身が勝利のために全力を尽くすこと

☆汚い「勝ち」や人を犠牲しての「勝ち」に意味はない

☆スポーツを「文化」にできるか、「争いごと」にしてしまうか

勝ちを求めることと勝利至上主義の違いは？

「勝つために手段を選ばない」か「相手を尊重できるか」



自発的な動機付けが望ましい

• 自分が主体的に、高い目標を設定したり、強靭な相手に勝利したい
と思って努力することを目指したい

（行き過ぎは選手生命に影響も 大人の正しい導きは必要）

• 大人たちが、自分たちの「欲求や思い」のために子どもに指導した
り、行動を強要したり、過度なプレッシャーを与え、高い目標に向
かわせていないかを認識することが大切



この問題はスポーツだけではない

青少年期に「勝利」以外の価値を伝えることを再認識したい

（決して負けた時の言い訳ではなく…）


